
平成１９年度決算の概要 

 

Ⅰ．貸借対照表 

   資産総額は、固定資産が１８８億６千５百万円、流動資産１２億１千１百万円の２００億７

千６百万円で前年度に対して２億４千２百万円(△１．２％)減少しています。流動資産が現

預金の増加等により２億２千７百万円、工具器具備品、図書、建設仮勘定等の資産が１億

６千９百万円増加しましたが、減価償却費（損益外減価償却費を含む）６億３千９百万

円を計上したことによるものです。 

  有形固定資産が資産の９４％を占め、このうち県から出資等を受けた土地・建物・構築

物が１５４億３千万円の７７％を占めています。また、図書が２６億８千９百万円の１３％を占

めている点も大学の貸借対照表の特徴です。 

  負債は、固定負債が３２億４千６百万円、流動負債が１０億４千５百万円の総額４２億９千

１百万円で、長期未払金の減等により１億２千５百万円（△２．８％）減少しています。 

  なお、資産見返負債（注１）が２９億８千５百万円と負債総額の７０％を占めており、ま

た、流動負債では、リース債務を含む未払金が６億６千１百万円、使途特定された寄附 
 

(百万円)

資　産　の　部 19年度 18年度 増減 負  債  の  部 19年度 18年度 増減

固定資産 18,865 19,334 △ 469  固定負債 3,246 3,374 △ 128

 有形固定資産 18,831 19,302 △ 471  資産見返負債 2,985 2,925 60

　 (土地) 5,794 5,794 0  長期未払金 260 449 △ 189

　 (建物) 9,449 9,748 △ 299  流動負債 1,045 1,042 3

　 (構築物) 187 212 △ 25   寄付金債務 306 300 6

  (工具器具備品) 668 904 △ 236       負債合計 4,291 4,416 △ 125

　 (図書) 2,689 2,611 78    資　本　の　部

無形固定資産 34 32 2  資本金 15,887 15,887 0

流動資産 1,211 984 227  資本剰余金 △ 453 △ 126 △ 327

現金及び預金 1,166 919 247  利益剰余金 350 142 208

その他未収入金 37 32 5    資本合計 15,784 15,902 △ 118

資産合計 20,076 20,318 △ 242  負債資本合計 20,076 20,318 △ 242

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

金で、次年度以降費用が生じた際に寄

附金収益に振替える寄附金債務３億６

百万円です。 
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 資本の部の総額は、１５７億８千４百万

円で１億１千８百万円(△０．７％)減少

しました。この要因は利益剰余金が

億８百万円増加しましたが、県から出

資、譲与された建物、構築物等の減価

償却による損益外減価償却費（注２）

（3 億２千６百万円）の増加にともな

い資本剰余金が減少したためです。 
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Ⅱ．損益計算書 

は、前年度に対して２千７百万円(０．６％)減少し４６億５百万円で、 

育経費では

め

、前年度に対して３千８百万円(０．８％)増加し４８億１千２百万円で、運

益は２億９百万円で、目的積立金取 

額がなく当期総利益についても同額の２億９百万円で、前年度に対して６千７百万 

取得した場合に相当する財源を振り替え、当該資産が費用化（減価償却費）され 

る時点において資産見返負債戻入として収益化する会計処理のための勘定です。 
 

り扱いになっています。 

(百万円)

19年度 18年度 増減 19年度 18年度 増減
経常費用 4,605 4,632 △ 27 経常収益 4,812 4,774 38

業務費 4,312 4,343 △ 31 運営費交付金収益 2,736 2,788 △ 52
教育経費 485 482 3 授業料収益 1,356 1,341 15
研究経費 346 327 19 入学金収益 259 257 2

教育研究支援経費 400 377 23 検定料収益 51 52 △ 1
受託研究費等 105 106 △ 1 受託研究等収益 111 109 2

受託事業費等 62 40 22 受託事業等収益 62 40 22
役員人件費 77 78 △ 1 補助金等収益 5 18 △ 13
教員人件費 2,226 2,314 △ 88 寄附金収益 48 22 26

職員人件費 610 619 △ 9 資産見返負債戻入 106 86 20
一般管理費 282 281 1 財務収益 2 1 1

財務費用 11 8 3 雑益 76 61 15
臨時損失 7 232 △ 225 臨時利益 9 232 △ 223

 当期総利益 209 142 67

 経常費用の総額

そのうち、業務費が３千１百万円減の４３億１千２百万円、一般管理費が２億８千２百万

円、財務費用が１千 1 百万円です。業務費については、教育経費は０．６％増の４億８千５

百万円、研究経費は６．０％増の３億４千６百万円、教育研究支援経費は６．１％増の４億円、

人件費は役員、教員、職員合わせて３．２％減の２９億１千３百万円です。なお、経常費

用に占める割合は、教員人件費が４８％と最も大きな割合を占めています。 

 なお、業務費では消耗品費・水道光熱費の割合が高くなっていますが、教

奨学費、報酬･委託･手数料が、研究経費では旅費交通費が、教育研究支援経費では情報

関係の賃借料、報酬･委託･手数料、減価償却費が大きな割合を占めています。 

 一般管理費では、施設維持管理に係る業務委託などの報酬･委託･手数料が５４％を占

ています。 

 経常収益は

営費交付金収益が 57％を占め２７億３千６百万円、学生等納付金収益（授業料・入学料・

検定料）が 35％の１６億６千６百万円、受託研究等収益が１億１千１百万円等です。 

 運営費交付金収益が５千２百万円、補助金収益が１千３百万円減少しましたが､学生数

の増加や寄附講座の開設、科研費の制度拡充などにより、授業料収益 1 千５百万円、受

託事業等収益２千 2 百万円、寄附金収益２千６百万円、間接費収入 1 千２百万円など自

己収入や外部資金関係の収益は増加しました。   

 収益から費用を差し引いた差額である当期純利

 

崩

円(４７％)増加しました。 
 

注１ 資産見返負債とは固定資産を

注２ 県から出資された教育・研究用の建物等は、減価償却費に見合う収益の獲得が見込めないことから、減価償却 

処理を損益計算に反映させず、損益外減価償却費として資本剰余金から控除する取



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

経常収益の割合
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業務費の前年度比較（百万円）

教育研究支援経費

377 400
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教育研究支援経費は主に附属
施設等に係る費用であり、昨年
度と比較し約２,３００万円増加し
ていますが、主な増加理由は
大学サテライト・プラザ彦根の
開設等によるものです。

研究経費
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研究費は教員等の研究に要す
る費用であり、寄附講座の開設
等により昨年度と比較し約 １,９
００万円増加しています。

教育経費

485482
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教育経費は学生等に対し行わ
れる教育に要する費用で、昨年
度と比較し約３００万円増加して
います。
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人件費は役員人件費、教員人
件費、職員人件費ですが、共済
費用の負担者変更などにより
昨年度と比較し約９,８００万円
減少しています。
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受託研究費等は受託研究およ
び受託事業に要する費用であ
り、昨年度と比較し約２,１００万
円増加しています。なお、対応
する受託研究等収益等は２,４０
０万円増加しています。

業務費（合計）
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業務費全体では昨年度と比較
し、３１００万円減少しました。



経常収益の前年度比較（百万円）

外部資金の状況（百万円）

※間接費収入は受託研究・受託事業等の間接費の他、科研費間接費を含んでいます。
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昨年度と比較し、授業料につい
ては人間看護学研究科の開設
に伴う学生数の増加もあって１,
６００万円増加しています。

運営費交付金収益

2,7362,788
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昨年度と比較し約５,２００万円
減少しています。これは運営費
交付金を財源とする人件費の
減少、工学部再編推進事業に
よる増などによるものです。
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間接事業費,
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人件費, 44,
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物品関係,
80, 31.6%

その他, 32,
12.6%

賃金等, 34,
13.4%

旅費, 14,
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費用

寄附講座の開設により寄附金
収益が増加し、近江環人事業
費の増により受託事業費が増
加しています。

合計：253百万円 合計：253百万円



Ⅲ．教育実験実習費・研究費の内容 

．教育実験実習費 

教育実験実習費は、学内・学外での実習に伴う経費および授業での実験等で必要とな

る消耗品・備品購入費等の経費で、平成１9 年度は総額１２２，４６６千円を支出し、

平成 18 年度と比較し２，２８０千円増加しました。 

 

２．研究費 

 研究費は一般研究費、特別研究費、在外研修旅費、受託共同研究費、奨励寄附金事業 

費および科学研究費補助金等で、平成 19 年度は総額５０５，７４２千円を支出し、平成

18 年度と比較し７，４６３千円増加しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 研究費のなかで一番大きなウェイトを占めている一般研究費は、教員が個別に設定し

たテーマに基づく研究を行うための基礎的な経費です。 

 平成１９年度は総額１８９，２１３千円を支出し、物品関係（研究用消耗品、備品、

学術図書等）の購入に約６割、調査や学会発表のための旅費に約２割を充てました。 

 

１

 

一般研究費　各学部等執行額

工学部,
34,861千円,

18.4%

人間文化学
部, 44,486

千円, 23.5%

人間看護学
部, 40,053

千円, 21.2%

国際教育セ
ンター他,

13,821千円,

7.3%

環境科学部,
55,992千円,

29.6%

一般研究費　内容

物品関係,
107,951

千円,

57.1%

その他,
21,409千

円, 11.3%

旅費,
39,914千

円, 21.1%

賃金等,
19,939千

円, 10.5%

研究費　内訳

奨励寄附金事業
費, 13,501千円,

2.7%

一般研究費,
189,213千円, 37.4%

科学研究費,
167,084千円, 33.0%

受託研究費,
107,779千円, 21.3%

特別研究費,
17,904千円, 3.5%

在外研修旅費,
10,261千円, 2.0%



【参考】 

学生一人当たりの教育関係経費 

 

62百万円

2,226百万円

349百万円

485百万円

教育経費

図書情報関係

教員人件費

受託事業費

約31億円 約122万円

学生一人当りの教育関係費
（学生数：2,571人）大学全体

19万円

14万円

2万円

87万円

教育経費は学生の教育実験実

習費、入試関係事業、国際交

流事業、学生支援、実験施設

経費等です。 




